
授業計画

第1回：植物生理学について
第2回：植物の器官、組織及び細胞の構造
第3回：植物の栄養　　　　　　　　　　　　　
第4回：植物と水及び無機塩類
第5回：窒素栄養
第6回：光合成
第7回：光合成と代謝
第8回：呼吸の様式
第9回：呼吸と代謝
第10回：二次代謝物質の生合成
第11回：植物の生活環
第12回：成長と分化
第13回：成長と植物ホルモン
第14回：遺伝子発現の制御と生理現象
第15回：まとめ

定期試験、出席率及び小テストを総合的に評価する。評価方法

なし（必要に応じて適宜、参考資料としてプリントを配布する）テキスト

授業の到達目標
　植物の器官、組織、細胞等の基本的な構造や植物の栄養、生長、分化等の生理現象の基本的な概念を
理解させることを目標とする。また、近年新しく発見された生理現象の仕組みの解明についてもトピックスとして触
れることによって、学生が自ら新知見に興味を持つようになることをテーマとする。

授業概要

　植物と共存しながらその資源を活用するためには、植物に特徴的な生理現象についての基礎的な概念を理解
することが必要である。移動せずに独立栄養を行う植物は、物質レベル、細胞レベル及び個体レベルでも従属栄
養生物である動物と大きく異なっている。ここでは、植物の生理現象の基礎的理解をめざして、植物の構造と代
謝の観点から光合成と呼吸、成長と植物ホルモンを中心に、動物の生理現象と比較しながら植物の生長と分化
の過程を概説する。
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